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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    

全国的にシカやイノシシが増加し、各地で

農業被害をはじめロードキル、森林崩壊、生

態系のへの影響等多くの問題が顕著になって

います。特にシカ（ニホンジカ、エゾシカ）

の被害は、知床や丹沢に代表されるように貴

重な生態系へも多大な影響を及ぼしており、

各種被害防止に関する取組が全国各地で行わ

れています。その中でも注目されている取組

の一つに、狩猟や害獣駆除よって捕殺された

シカの食用利用があげられます。 

北海道では、全国に先立ちエゾシカの被害

が報告されるとともに、増えすぎた個体数を

減らす取り組みとともに資源として利用する

取り組みが盛んです。 

本項では、エゾシカの利用において、先進

的な北海道の各種事例を紹介します。 

 

２．２．２．２．    エゾエゾエゾエゾシカの被害シカの被害シカの被害シカの被害等等等等    

2222.1.1.1.1 エゾシカエゾシカエゾシカエゾシカ    

    エゾシカはニホンジカの中で最大（70～

140ｋｇ）となる亜種で、2歳以上のメスジカ

の妊娠率は 90％以上、寿命は 3～4 年と推定

されています。また、豪雪に弱く一時期数を

減らしていましたが、現在、道東を中心にか

なりの個体数が生息し、農作物だけでなく自

然植が、多くの被害を受けている。    

2.22.22.22.2 農業被害等農業被害等農業被害等農業被害等    

農林水産省農業被害統計によれば、日本全

国における平成24年度の農業被害は230億円

が報告されています。そのうちシカ(エゾシカ

を含む）による被害が82億円となっており、

前年よりわずかに下がってはいるものの全体

の被害の約1/3を占めています。その中でも

エゾシカの被害額が最も多く、近年減少傾向

となっているものの平成25年の報告では、被

害額は55億円です。 

しかし、このような金額に換算する被害だ

けでなく、在来植生や生態系、交通事故、人

里や都市部への出没（アーバンディア）など

目に見えない被害も内在しています。その中

で交通事故については、平成 23 年に全道で

2,300件を超える報告があります。 

2.32.32.32.3 エゾシカの推定個体数エゾシカの推定個体数エゾシカの推定個体数エゾシカの推定個体数    

北海道では、増えすぎたエゾシカを減らす

ために、東部、西部、南部の区分を行い、捕

獲調査や目撃調査などの各種調査からエゾシ

カの個体数を推定しています。また、本推定

結果をもとに、毎年の捕獲頭数を算出したう

え、個体数の管理を試みています。 

その結果、平成22年度には、生息個体数が

65万頭と推定されていました。その後、年間

13～14 万頭の捕獲により平成 25 年度には推

定個体数は56 万頭と減少し、個体数推定、捕

獲個体数の算定などの試みは、一定の効果が

あったと判断されています。 

 



    

３．３．３．３．    北海道における取組北海道における取組北海道における取組北海道における取組    

3333.1.1.1.1 取組の経緯取組の経緯取組の経緯取組の経緯    

    北海道では、広がる農業被害の防止を念頭

に平成 6年からメスジカの捕獲を開始し、そ

の後「エゾシカ対策協議会（平成9年）」の設

置、「道東地区エゾシカ保護管理計画（平成

10 年 3 月）」策定と被害の防止を最優先に取

り組みを行ってきました。平成12年以降は北

海道鳥獣保護事業計画の下位計画として「エ

ゾシカ保護管理計画」を、「エゾシカ対策推進

委員会」により、その時々のエゾシカの状況

に応じながら策定、見直しを行っています（現

在は第 4 期）。また、同時にエゾシカを駆除す

るだけでなく、様々な方面から有効利用につ

いても検討してきました。これらの各種計画

を確実に実行するため、平成26年4月には、

「北海道エゾシカ対策推進条例」が施行され

ました。 

3333.2.2.2.2 北海道エゾシカ対策推進条例北海道エゾシカ対策推進条例北海道エゾシカ対策推進条例北海道エゾシカ対策推進条例    

 本条例は、「エゾシカ対策に関し、基本理念

を定め、道の責務及び道民等の役割を明らか

にするとともに、道の施策の基本となる事項

を定めることにより、エゾシカ対策を総合的

かつ計画的に推進し、人とエゾシカとの適切

な関係を築き、地域社会の健全な発展に寄与

すること」を目的に施行されたものです。 

 本条例の中では、目的を達成するために10

の基本施策を策定しています。    

 

また、条例の施行時期とは前後しますが、

北海道では、有効利用に関して平成 18 年 10

月には、「エゾシカ有効利用ガイドライン」、

「エゾシカ衛生管理マニュアル」を策定、平

成22年 10月には、「シカの日」を制定してい

ます。 

3333.3.3.3.3 有効利用の実態有効利用の実態有効利用の実態有効利用の実態    

「エゾシカの有効利用ガイドライン」では、

道内で捕獲されたエゾシカを対象に行われる

もので、以下の内容について、考え方や方針

を示したものです。 

① 「個体数調整の一環」＝「有効活用」 

② 捕獲、飼育、供給量(流通）の検討 

③ 食肉利用の安全・安心の確保 

④ 需要の確保 

⑤ 地域振興・観光振興 

「エゾシカの衛生管理マニュアル」につい

ては、有効利用のうち、食品としての付加価

値を高めるためには、自主的な衛生管理体制

の構築を目的につくられています。 

 「シカの日」では、毎月第４火曜日を「シ

カの日」（４[シ]＋火［カ］＝シカ）)とし、

協賛した道内のレストランとともにエゾシカ

肉を多くの皆さんに食べてもらえるようＰＲ

活動を展開するものです。 

 このような取り組みを積極的に実施してい

くために、北海道庁には「エゾシカ対策課」

が平成23年に設立されました。 

 

エゾシカ対策課HP(北海道庁) 



    

 エゾシカ対策課では有効利用の取組の一つ

として、①道外へのエゾシカ肉のプロモーシ

ョン、②地域利用促進会議、③料理コンクー

ル、④エゾシカウィーク（飲食店の協力によ

るエゾシカ肉消費拡大運動）、⑤生活協同組合

コープさっぽろとの包括連携協定による事業

(平成25年度実績)などを実施しています。 

 
シカの日トップページ（北海道環境生活部環

境局エゾシカ対策課 有効活用グループ ） 

3333.4.4.4.4 有効利用の課題有効利用の課題有効利用の課題有効利用の課題    

 様々な活動を行いながら有効利用を進めて

いますが、効果的に利用が行われているわけ

ではありません。今後、効果的な利用を行っ

ていくための課題についても明らかになって

きました。 

① 家畜との相違 

・季節により食用としての特性が変化 

・品質にもバラツキ（雌雄、年齢、血抜） 

・狩猟中心のため計画生産が困難 

② 採算性の確保が難しい 

・食肉処理は狩猟期が中心 

・１頭からとれる肉の割合が少ない(約20ｋｇ) 

・１頭の生産額も低く単価が高い。 

③ 流通・販売体系の未整備 

・食肉卸などを介さない処理事業者が直接販売 

④ 消費者側のイメージ 

  ・シカ肉は「臭い」「固い」 

  ・北海道内では「もらう肉」（買わない） 

  ・安全性への不安 

 

４．４．４．４．    エゾシカ肉の食用利エゾシカ肉の食用利エゾシカ肉の食用利エゾシカ肉の食用利用用用用    

4444.1.1.1.1 エゾシカ肉エゾシカ肉エゾシカ肉エゾシカ肉    

    エゾシカ肉を食用に利用するにあたって、

消費者側のイメージがよくないことは、前述

の課題で示したとおりですが、エゾシカの肉

は、他の食用肉に比較し、たんぱく質の割合

に対し、脂肪分が少ないこと、鉄分をはじめ

とした他の栄養素が多いことがあげられます。

特に 鉄分に関しては、牛のレバーやカツオ

やマグロなど鉄分が多いとして知られる食品

を上回っています。鉄という元素は、私たち

の体内にわずか数グラムしか存在しませんが、

ヘモグロビンとして酸素の運搬にかかわるほ

か、エネルギーを作り出す経路の酵素の成分

となるなど多くの代謝反応にも関与していま

す。「日本人の食事摂取基準（2010年版）」で

は、ままいや貧血、立ちくらみ等の原因とな

る鉄分不足解消のためにも、女性にこそ、こ

の鉄分の多い食品をとる必要があり、そのた

めにはエゾシカ肉はとても良い食品です。こ

のように食材としてのエゾシカは大きなポテ

ンシャルを持っています。 

 

 エゾシカ肉の栄養分析結果 

4.24.24.24.2 エゾシカの利用エゾシカの利用エゾシカの利用エゾシカの利用 

エゾシカの農業被害防止をはじめ、個体数

管理や食材として利用などのエゾシカ各種問

題について、北海道と協力をしながら様々な

面から検討している団体がとして、「一般社

団法人 エゾシカ協会」があります。本協会

では、学識者が中心となって平成11年により

設立された「エゾシカ協会」が母体となり、



    

道内関係機関、団体等と協力し、保護管理と

被害防止、有効活用、それらが効果的に組み

合わされて実現する“森とエゾシカと人の共

生”を北海道で実現するための実践的な活動

を行っています。 

また、その中でも食肉利用に関しては、「エ

ゾシカ食用事業協同組合」があります。本協

会では、北海道で策定した「エゾシカ衛生処

理マニュアル」を遵守した処理施設の認証制

度を設けるなど、食肉の安全な流通、利用の

ための活動をしています。平成26年7月現在、

全道で 15 施設のエゾシカ協会の認証施設が

あり、ここでエゾシカ肉の加工、販売をして

います。 

4.24.24.24.2 エゾシカエゾシカエゾシカエゾシカを食べるを食べるを食べるを食べる 

道内では、エゾシカ肉について、加工品、

精肉、レストランでの食事等様々な状況でエ

ゾシカを食べる機会があります。 

① 食肉販売 

 食肉販売に関しては、登録をしている道内

の店舗で販売をしています。 

 

エゾシカ肉販売（岩見沢市：日の出スーパー） 

② 加工品販売 

道内の道の駅や空港などのお土産店などで

は、各種加工品が売られています。 

 

どさん子プラザ(札幌駅)での加工品販売 

③ レストランでの食事 

シカの日に協賛したレストランをはじめ、

北海道内のレストランでは、エゾシカ肉を積

極的に利用することが近年増えてきました。 

 

エゾシカのロースト（札幌：イッポカンポ） 

５．５．５．５．    今後の課題と展望今後の課題と展望今後の課題と展望今後の課題と展望    

北海道では、毎年の捕獲頭数をもとに次年

度の捕獲計画頭数を算出し、この考え方でエ

ゾシカ個体数増加は食い止めることができる

と考えています。 

さらに数を減らすための有効な方策として

の食用利用を積極的に進めていく予定です。

また、人の食用利用だけでなくペットフード

として活用、展開や、食肉以外にもシカ皮の

利用など様々な面から、エゾシカの有効利用

を検討していくことが必要であると考えてい

ます。 


